
















































































































































































































































































































































































































































































































































































日程 旅程 視察先など 備考
９月16日 京都→東京移動 はと号
９月17日 羽田→ウェーク島→ホノルル 早暁，羽田空港から PAA機で出発（ウエーク島には給油寄航）
９月18日 ホノルル ホリデー・イン・ハワイホテル泊


























10月13日 ニューヨーク→ワシントン D.C. 飛行機で１時間強
10月14日 ワシントン D.C. 商務省中小企業庁プリントサーキット情報を入手。
日本大使館
10月15日 ワシントン D.C.→ロサンゼルス
10月16日 ロサンゼルス USモーター ワシントン日本大使館の斡旋
10月17日 ロサンゼルス
10月18日 ロサンゼルス→ホノルル Clipper機で PM 1：37米国本土を離陸
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